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ど，犯罪や事故等の起きにくい社会づくりを目指すものである。

県警察としては，この取組を支援することが「日本一安全で安心な鹿児島づくり」

に沿ったものであるとの趣旨から，セーフコミュニティの認証取得及び再認証に向

けた自治体に対する支援を積極的に行うため，「鹿児島県警察セーフコミュニティ

支援推進委員会の設置について（通達）」(平成25年６月６日付け鹿生企第182号ほ

か。以下「旧通達」という。)により運用してきたところであるが，この度再認証

に係る規定を追加し，別添のとおり「鹿児島県警察セーフコミュニティ支援推進委

員会設置要綱」を定めたので，関係所属にあっては職員に周知し，適正な運営に努

められたい。

なお，この通達は平成30年12月６日から施行し，旧通達は平成30年12月５日限り

廃止する。



- 3 -

別添

鹿児島県警察セーフコミュニティ支援推進委員会設置要綱

（設置）

第１条 地域住民が安全で安心して暮らせる社会の実現のため，世界保健機関（Ｗ

ＨＯ）が認証するセーフコミュニティに取り組む自治体に対し，県警察が総合的

かつ効果的に支援することを目的として，鹿児島県警察本部に鹿児島県警察セー

フコミュニティ支援推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

（任務）

第２条 委員会は，警察署，自治体等と連携を図り，セーフコミュニティの認証及

び再認証取得に向けた取組を行う自治体に対する支援を総合的に推進することを

任務とする。

（組織）

第３条 委員会は，委員長，副委員長及び委員をもって構成する。

２ 委員長は，本部長をもって充てる。

３ 副委員長は警務部長及び生活安全部長を，委員は別表第１に掲げる者をもって，

それぞれ充てる。

（職務）

第４条 委員長は，委員会の事務を総理する。

２ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，その職務を代理す

る。

（会議）

第５条 委員長は，必要に応じて委員会を開催し，議事を主宰する。

２ 委員長は，必要があると認められるときは，委員以外の者に会議への出席を求

め，意見を聞き，又は資料の提出を求めることができる。

（幹事会）

第６条 支援委員会の円滑な運営を資するため，幹事会を置く。

２ 幹事会は，幹事長，副幹事長及び幹事をもって構成する。

３ 幹事長は，生活安全部参事官をもって充てる。

４ 副幹事長は生活安全企画課長を，幹事は別表第２に掲げる者をもって，それぞ

れ充てる。

５ 幹事長は，必要に応じて幹事会を開催し，議事を主宰する。

６ 幹事長は，必要があると認められるときは，幹事以外の者に会議への出席を求
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め，意見を聞き，又は資料の提出を求めることができる。

（事務局）

第７条 委員会及び幹事会の事務局は，生活安全企画課に置く。

（署委員会の設置）

第８条 セーフコミュニティ取組自治体を管轄する警察署に警察署セーフコミュニ

ティ支援推進委員会（以下「署委員会」という。）を設置する。

２ 署委員会は，委員会と連携の下，支援に係る関係機関等との連絡，情報の集約・

分析及び具体的取組施策への対応を任務とする。

３ 署委員会は，署長を長とし，その構成及び運営は署長が定める。

（雑則）

第９条 この要綱に定めるもののほか，支援委員会の運営に関し必要な事項は，委

員長が別に定める。

附 則

この要綱は，平成30年12月６日から施行する。
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別表第１（第３条関係）

委員会体制表

委 員 長： 本部長

副委員長： 警務部長，生活安全部長

委 員： 刑事部長，交通部長，警備部長，情報通信部長，

警務部参事官兼首席監察官，

警務部参事官（警務担当），生活安全部参事官

別表第２（第６条関係）

幹事会体制表

幹 事 長： 生活安全部参事官

副幹事長： 生活安全企画課長

幹 事： 警務課長，会計課長，刑事企画課長，

交通企画課長，公安課長，通信庶務課長


